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◆ かわごえ誠一プロフィール ◆
●昭和38年3月川崎市生まれ ●立石在住33年 ●防災士 ●東海大学第

二工学部建設工学科卒業 ●元東京工業大学附属科学技術高校非常勤

講師 ●本田消防団第四分団班長 ●葛飾区ボッチャ協会会長 ●保育園

学童保育クラブ父母会,小中学校ＰＴＡ,おやじの会,図書館友の会,子

育てネットワーク,保田しおさい学校,三番瀬保全活動などに携わる。

●元都議会議員秘書を経て平成25年区議会議員選挙で初当選・平成29

年二期目当選 ●立憲民主党 ●区議会所属：文教委員会副委員長／地

域活性化・区民サービス向上対策特別委員会／広報委員会

葛飾区議会 令和３年第三回定例会報告 

◆衆議院議員選挙の投票日が区長・区議会議員選挙の告示日と重なる異例の日程となりました。この葛飾区では２週
間続けて選挙となります。国政と区政の今後を決める大切な選挙です。多くの方に関心を持っていただきたいと思い
ます。なお、衆議院選挙が始まる10月 19日以降は、公職選挙法により衆議院選挙以外の政治活動は禁止されています。
この区議会レポートの配布やタウンミーティングもできなくなることをご了承いただきますようお願いいたします。

◆第三回定例会閉会：９月７日に開会した令和３年葛飾
　区議会第三回定例会が 10月 4日に閉会しました。
◆第五次補正予算議決：今定例会では新型コロナ対策を含
　む第五次補正予算 48億 1千 9百万円を議決しました。 
◆決算審査特別委員会開催：9 月 24 日から決算審査特別
　委員会が設置され、４つの分科会において款項別に令和
　二年度葛飾区決算が審査され、認定されました。

◆意見書：「選択的夫婦別姓制度の法制化に関する議論を
求める意見書」「京成本線高砂駅から江戸川駅付近におけ
る鉄道立体化の早期実現に向けた意見書」他１件採択。

◆今任期最後の定例会となり、四年間の総決算として臨みまし
た。公文書管理や災害対策、教育環境の充実、また、新型コロ
ナ感染症対策の検証と今後の行財政改革など課題は山積してい
ます。次の任期でも引き続き取組めるよう、頑張ってまいります。

今後の葛飾区の選挙日程について
◆衆議院総選挙　公示10月19日（火）、投・開票10月31日（日）
◆区長・区議会議員選挙　告示10月31日（日）、投票11月7日（日）・開票8日（月）

埼玉・東京での震度 5 強（M5.9）地震情報について
１）地震情報 ●発生時刻：10 月 7 日 22 時 41 分　●震源地：千葉県北西部　●最大震度： 5 強（葛飾区 震度 4）
２）区内の状況 ●本田・金町消防署管内人的被害なし　●漏水５か所（原因は水道管ではなく空気弁の不具合とのこと）
　　エレベーター停止報告あり
３）区施設の状況 ●区役所庁舎： 本館４階一部水漏れ ●保健所： 発災後職員参集しワクチン保管用冷凍庫など点検・異常なし　



◆葛飾区議会第三回定例会が９月７（火）に開会します。 
◆今定例会では新型コロナウイルス対策や、ひとり親支
援を含む補正予算が上程されます。また、決算審査特別

委員会が設置され、令和二年度の決算が審査される予定
です。今任期中最後の定例会となります。定例会での議
論については後日区議会レポートでご報告いたします。

◆新型コロナウイルス COVID-19 緊急要望について　かつしか区民連合として 5月・７月と新型コ
ロナウイルス感染症対策の緊急要望をしてまいりました。現在感染拡大する中、医療体制の整備やワクチン確保、災害
時の対応など随時、区の担当部署に要望をしております。ご意見・ご要望等ありましたらご一報いただけますと幸いです。
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令和２年度葛飾区決算審査特別委員会　分科会報告
◆第三回定例化において、決算審査特別委員会が
設置され、款項別の分科会で令和二年度決算が審
議されました。かわごえ誠一は総務費等を所管す
る第一分科会と教育費等を所管する第四分科会に
所属し、議論しました。以下、ふたつの分科会で
のかわごえの主な発言をご報告します。
■ 第一分科会　総務費関係 ■ 
総務管理費の文書管理経費は、公文書の重要性に
鑑み区有施設に分散している現状の保管状況を早
急に整理し、公文書管理条例の制定を求める。区
史編さんは機会を捉えて情報を更新すること及び、
そのための検証体制の検討を求める。また、区制
100 周年に向けた準備を求める。
災害対策経費において、踏切事故や災害時にによ
り緊急車両が通行できないなどの事案から国では
6月に踏切道改良促進法改正がされたが、区とし
ても早急に危機管理体制の構築を求める。
区民費での文化振興経費は文化芸術へのイベント
助成について、感染症対策としてライブ配信等に
ついても助成対象とするなど制度の拡充を求める。
産業経済費での新型コロナウイルス対策緊急融資
事業経費は区があっせん後融資未成立の事案があ
る。状況を分析し対策を求めるとともに来年度も
制度継続を求める。オープンファクトリーの実施
支援は町工場支援に有効である。オンライン支援
やＰＲを積極的に行うことを求める。

■ 第四分科会　教育費関係他 ■ 
教育総務費の教育研究奨励事業は教科研究活動の
重要性に鑑み、新型コロナ感染症下でもオンライ
ンなどを活用し、区内での成果の共有に期待する。
学校図書館支援経費は学校図書館コーディネー
ターの設置を高く評価するとともに、各学校の蔵
書点検を推進し、今後の図書資料の資源共有化へ
の環境整備を求める。また、学校図書館システム
と校務システムの連携の検討を求める。さらに特
別なニーズに対応する学校図書館資料の研究を進
めていただきたい。
スクールカウンセラー派遣経費は資質向上の取組
みを進め、スーパーバイザー導入の検討を求める。
スクールソーシャルワーカー派遣経費は他関係機
関との連携を深め、ブロック担当性を検討するな
ど更なる増員・拡充を求める。
小・中学校費の学校給食運営経費において、昨年
の新型コロナの緊急事態解除後の小中学校での
「簡易な昼食」の提供を評価し、直営職員が提供
実施に向けて機能したことを踏まえ、今後の災害
時など危機管理上必要な体制の検証を求める。
社会教育費での図書館管理運営経費はレファレン
ス活用を進めるための周知を求めるとともに、子
ども読書活動推進計画の策定に期待する。放課後
支援事業経費は学童保育とわくわくチャレンジ広
場の今後の方向性を明確にすることを求める。

雑  感：今期の任期も残すところ１ヶ月を切りました。 改めてこ

の区議会レポートをお受け取りいただき感謝申し上げます。 総

選挙が 10 月３１日投開票に確定し、 区議選の告示日と重なる

異例の日程となりました。 その中でどのように葛飾区での政策

をお伝えしていくか、 とても悩ましく感じています。 「葛飾区を

少しでも良くしていきたい」 「生きづらさを抱えている人が少し

でも豊かに生きられる社会を目指していきたい」 その思いを実

らせるため残す任期を全力で活動してまいります。

タウンミーティング
障がい者理解を！パラスポーツ・ボッチャを知ろう！報告

臨時かわごえ誠一

◆10月9日（土）に東立石地区
センターで臨時タウンミーティ
ングを開催しました。ボッチャ
を知ろう！をテーマに、障がい
の有無に関わらず子どもや高齢
者の枠を越え、だれでもできる

レクレーションボッチャを体験しました。先日閉会し
たパラリンピックでボッチャがメダルを獲得し、関心
が高まっている今、障がい者理解を進めるため急遽開
催しました。まず、かわごえから葛飾区のオリンピック・
パラリンピックのレガシーについて報告をし、その後

ボッチャ協会の大塚専務理事からボッチャの成り立ち、
ルール、葛飾区でのボッチャの活動などのお話ししてい
ただき、その後、ミニコートでボッチャを体験しました。
参加された皆さんはボールに触れながら熱心に質問をし
ていました。このよう
な体験の機会を増やし、
ボッチャが地域の中に
広がり、子どもや高齢
者・難病患者の皆さん
が参加できるようにし
たいと思います。 ボッチャを体験する参加者

◎去る 5月 26 日（水）にかわごえ誠一オンラインタウ
ンミーティング「ヤングケアラーって知っていますか？」
を開催しました。今回のタウンミーティングは新型コロナ
ウイルス感染COVID-19 による緊急事態宣言下で初めて
の zoomによる開催としましたが、全国各地から多くの
方にお申し込みいただき、関心の高さがうかがえました。

■ヤングケアラー支援の経緯■
◎かわごえの今までのヤングケアラー支援への取組みと
して、2015年 1月に「障がいを抱える家族を持つ子ども
たちへの支援」としてヤングケアラーに関してのタウン
ミーティングの開催や、2016年第四回定例会、2018年
第四回定例会で一般質問を重ねてきました。2019 年 11
月には区民大学講座の開催が実現する一方、子ども・若
者計画や地域福祉計画の中にヤングケアラーの概念を盛
り込むための働きかけを進めてきました。

■あなたのとなりのヤングケアラー■
◎今回のタウンミーティングの基調講演として一般社団
法人ケアラー・アクション・ネットワーク (CAN) の持田
恭子さんから、「あなたのとなりのヤングケアラー」と題
して講演をいただきました。以下概要です。
◆ヤングケアラーとは◆　ヤングケアラーについて
今春、厚労省での調査が報告されてから、報道などで注
目されてきた。ヤングケアラーの法令上の定義はないが、
ケアを必要とする家族がいる 18歳未満の子どもの総称
を指す。ヤングケアラーは親の介護・見守り・ケアや「きょ
うだい」のケアをしている子どものほか、生活困窮・外
国籍の子ども（親の言葉に関わるケア）なども含む。4月
の厚労省の全国調査では中学 2年生で 17人に１人、高
校 2年生で 24人に１人の割合でヤングケアラーがいる
との結果が出た。その中で「きょうだい」のケアをして
いるという回答が一番多いことが読み取れる。
◆ヤングケアラーが抱える困難◆　ヤングケアラ
ーは周囲に障害者がいる家庭内のことが話せないなどの
孤立や、将来への不安、就労の機会が奪われるなどがあ
り、生きづらさを抱えて成長することが少なくない。課
題として公的支援などヤングケアラーへの支援の仕組み
がないことがある。ヤングケアラーであること自体が問
題ではない。子どもの人権を中心に考え、子どもだけで
解決できないことを、解決するためにどのように支援を
するかが重要だ。
◆ヤングケアラーを支えるために◆　ヤングケア
ラー当事者から同じ立場の仲間が集える場、居場所や福
祉、介護の専門家と繋がりたいとの思いが発せられてい
る。コロナの中でもオンラインで交流を進めているが、

参加した子どもたちは積極性が生まれるなどの変化が生
じている。今後、自治体や支援団体の連携を進める必要
がある。一方で学習支援・居場所支援などをする民間団
体同士の連携も必要だ。
◆ヤングケアラー支援が目指すこと◆　ヤングケ
アラー支援は社会の中にある分断を無くし、誰もが違い
を認め合える社会を作ることにつながる。家族の問題は
家族で行うという価値観から脱却し、社会が大きく変わ
るチャンスになる。

■ヤングケアラー支援の取組み■
◎後半は各方面からの情報提供をいただきました。
◆教育委員会から◆　学校教育支援担当課長から「現
状ではヤングケアラーだけの支援はしていないが、総合
教育センターとして子どもの多様な課題に対しスクルー
ルソーシャルワーカーと連携し取組んでいる。今後、ヤ
ングケアラーについて校長会などで周知していく」と報
告をいただきました。
◆子ども応援課から◆　子ども応援課長から「課題
を抱えた子どもや若者支援のために子ども・若者計画を
策定し、子ども・若者支援活動への助成などを実施して
いる。区内にヤングケアラー当事者団体などがあれば支
援が可能」との報告がありました。
◆各現場から◆　区内で困難家庭の子どもたちに学習
支援や居場所を展開している「Learning for All （ラーニ
ング・フォー・オール・LFA）」のスタッフから、「子ど
も支援の活動の中にもヤングケアラーと推測される子ど
もが見受けられる。ヤングケアラー支援へ知識の必要性
を感じる」といった発言がありました。また、障害児者
の兄弟・姉妹で作る「全国きょうだいの会」の田部井恒
雄さんから「会としてヤングケアラーに関するアンケー
ト調査に取組んでいる。今後結果が出たら報告したい」
との情報提供がありました。

■まとめ■ ◎現在、埼玉県など自治体でケアラー支
援条例策定など動きが見えてきましたが、国レベルでの
制度が待たれます。それを
待つだけでなく私たちが取
組むべきはまず、ヤングケ
アラーの認識を深めること
と、区や地域、支援団体な
ど関係者との連携した当事
者へのサポートです。その
子どもや若者が自分の人生
を豊かに生きられる社会を
目指したいと思います。 オンラインタウンミーティングの一場面
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